
イ
フ
l

イ
ヘ

一
一
人
役
で
、
大
組
顕
・
御
持
方
顕
・
御
先
手
顕
か
ら
之

を
衆
ね
た
。
共
の
初
め
は
不
明
で
・
あ
る
が
、
正
保
四

年
間
島
五
兵
衛
一
億
が
御
異
風
顧
を
命
ぜ
ら
れ
、
役

料
二
百
討
を
.
賜
は
っ
た
。
承
臨
二
年
調
島
武
左
衛
門

亦
之
に
任
ぜ
ら
れ
て
二
人
と
な
り
、
高
治
三
年
七
用

問
島
免
ぜ
ら
れ
、
資
脱
中
務
忠
明
之
に
代
。
、
寛
文

六
年
大
橋
又
兵
衛
恒
成
、
九
年
石
黒
末
郎
左
衛
門
信

重
、
延
資
元
年
有
賀
甚
六
郎
政
践
と
迫
々
命
ぜ
ら
れ

た
。
此
等
は
皆
御
先
手
物
闘
が
之
を
粂
ね
、
役
科
二

百
討
を
賜
は
り
、
総
べ
て
御
巣
風
の
名
目
で
あ
っ

た
。
五
年
三
局
十
一
日
牢
凶
惣
兵
衛
対
得
が
、
御
先

手
物
一
政
か
ら
袋
帯
す
る
に
及
ん
で
、
顕
科
を
別
に
賜

は
る
こ
と
が
止
み
、
取
名
を
御
巣
風
裁
許
と
喝
へ

て
、
爾
後
会
〈
一
陶
人
役
と
な
っ
た
。

イ
フ
タ
衣
服

J
レ
イ
フ
タ
砲
版
。
り
ヨ
ソ

ウ
放
袋
。
カ
ジ
シ
ョ
ウ
ゾ
ク
火
事
袋
束
。

イ
プ
ラ
タ
イ
チ
マ
キ
異
部
落
一
巻
一
加
。
原

本
の
外
題
に
は
、
限
内
蹴
組
組
勝
内
・
非
人
聞
動
方
、

背
中
多
癌
縦
一
容
と
あ
っ
た
が
、
昭
和
七
年
石
川
腐
例

都
飢
協
曾
に
於
い
て
此
の
醤
を
出
版
し
た
際
、
校
訂

点
引
が
線
組
の
如
く
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
欝
に

記
載
す
る
腕
は
、
僅
々
一
一
一
十
一
僚
に
地
ぎ
ぬ
が
、
そ

の
内
容
は
藤
内
・
非
人
・
乞
食
・
物
音
・
種
多
・
錦
之
守

の
沿
草
取
分
に
瓦
っ
て
ゐ
る
。

イ
プ
日
ハ
シ
動
橋
江
沼
榔
能
美
境
の
中
に
邸

す
る
部
帯
。
品
名
は
励
織
と
帯
す
る
橋
が
あ
っ
た
に

凶
る
。
箆
栂
・
髭
橋
又
は
不
忽
橋
に
も
作
る
。

イ
プ
リ
ハ
シ
動
徳
江
沼
郡
動
織
の
官
道
、
動

橋
川
に
架
す
る
橋
梁
。
間
同
紙
記
に
、
『
し
き
地
・
い

み
な
み
う
ち
溢
て
、
い
ぶ
り
は
し
と
て
あ
や
う
く
い

ぶ
せ
き
橋
に
行
か

h
bぬ
。
行
暮
て
ふ
め
ば
あ
や
う

き
い
ぶ
り
橋
命
か
け
た
る
彼
の
上
説
。
』
と
記
し
、
大

蹄
水
経
に
、
音
は
一
本
木
に
て
架
け
、
人
渡
れ
ば
う

ご
く
故
に
い
ぶ
り
橋
と
い
う
た
と
あ
る
が
、
後
世
は

石
橋
と
な
っ
た
と
見
え
、
江
沼
志
稿
に
は
、
石
構
長

さ
二
十
二
閲
瓶
二
関
高
三
聞
と
な
っ
て
腐
る
。

イ
プ
リ
ハ
シ
ガ
ハ
動
揺
川
江
沼
部
の
南
境
小

大
日
山
の
東
方
渓
谷
に
護
し
て
北
流
し
、
大
土
に
於

い
て
西
北
に
折
れ
、
中
・
晶
体
原
に
宝
h
v
一
舟
び
北
流
し
、

桑
阪
で
東
方
か
ら
来
る
宇
谷
川
・
那
谷
川
を
容
れ
、
動

慌
に
長
。
、
中
島
か
ら
柴
山
潟
に
入
る
。
涜
謹
二
七

粁
。
笈
組
紀
闘
に
、
昔
は
片
山
樟
領
で
柴
山
潟
に
務

ち
た
が
、
そ
こ
に
新
闘
を
聞
い
て
中
島
の
地
に
泌
ぜ

し
め
、
後
.
奥
に
毛
谷
川
尻
の
領
に
移
し
た
と
あ
る
。

イ
プ
リ
ハ
シ
ジ
ヨ
ウ
動
揺
披
江
泊
部
助
橋
に

在
っ
た
。
織
凶
単
記
天
正
四
年
の
僚
に
、
『
佐
久
間
玄

智
治
加
州
へ
入
部
せ
し
に
、
一
俊
等
収
地
天
神
山
の

城
を
采
取
。
柴
凶
・
佐
久
間
抑
省
、
天
神
山
を
攻
訴
し

て
一
俊
等
を
温
郵
ふ
。
一
授
等

χ
イ
プ
リ
橋
の
城
に

徳
る
。
勝
家
・
脱
放
す
L
ん
で
イ
プ

p
橋
へ
抑
寄
、
文

一
授
等
を
温
錦
て
敏
一
白
人
の
首
を
切
取
。
』
と
見
え

る。イ
プ
日
ハ
シ
タ
テ
ハ
キ
掻
橋
帯
刀
北
陸
七
闘

志
天
文
サ
一
年
朝
比
宗
摘
加
賀
に
出
臓
の
僚
に
、
一

技
大
勝
桜
締
都
万
等
が
千
足
域
応
寄
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
都
万
は
江
泊
泌
動
橋
村
の
人
で
あ
ら
う
。
文
政

春
古
兵
談
に
、
天
正
入
年
佐
久
間
鈍
政
が
松
任
で
賊

魁
を
誘
殺
し
た
時
、
動
織
の
行
.
匙
は
出
持
し
た
と
あ

る
。
栂
万
と
行
.
匙
と
は
同
一
人
か
若
し
く
は
父
子
か

で
あ
ら
う
。

イ
プ
ン
義
文

4
ワ
タ
ナ
ベ
イ
プ

y

渡
遜
婆

文。イ
プ
ン
ガ
ツ
ザ
ン
異
文
合
纂
一

mm。
賀
州
浅

井
縄
手
之
様
子
覚
書
、
那
谷
寺
持
御
幸
塚
同
来
付
小

松
延
趣
由
来
之
事
、
成
田
三
政
家
偲
雷
、
利
家
様
御

武
政
之
採
子
普
上
、
利
家
活
4
9

一
回
書
弓
村
井
盟
後
長
額

内
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武
功
醤
等
を
書
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

イ
プ
ン
ロ
タ
異
聞
録
一
加
。
楠
部
屋
金
五
郎

著
。
加
越
能
に
聞
え
た
崎
人
・
奇
談
等
を
集
録
し
た

も
の
で
あ
る
。

イ
ヘ
ガ
カ
リ
家
懸

4
ム
-
フ
マ

Y
ゾ

ウ

村

高

嫌
。イ

へ
ガ
ラ
チ
ョ
ウ
=
ン
家
柄
町
人
加
賀
務
で

特
別
の
同
緒
を
有
し
、
殊
過
を
受
け
る
町
人
で
、
年

頭
に
器
侯
の
縞
見
を
許
さ
れ
、
銀
座
役
・
町
年
寄
等
に

任
じ
、
.
町
役
銀
を
施
ぜ
ら
れ
、
叉
扶
持
米
を
給
せ
ら

れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
片
町
の
宮
竹
屋
伊
右
衛
門
・

木
倉
屋
長
右
衛
門
、
石
浦
町
の
鎗
屋
九
郎
助
・
南
町

の
中
屋
彦
右
衛
門
、
上
堤
町
の
三
箇
屋
九
郎
兵
衛
・

越
前
屋
孫
兵
衛
、
下
堤
町
の
喜
多
村
彦
左
衛
門
、
十

関
町
の
本
音
屋
宗
右
衛
門
、
武
臓
辻
の
武
破
屋
庄
兵

衛
、
袋
町
の
竹
屋
仁
兵
衛
・
金
屋
彦
四
郎
・
浅
野
屋
次

郎
兵
衛
・
越
前
屋
喜
右
衛
門
、
袋
町
の
菓
子
屋
音
機
、

中
町
の
・
抵
屋
庄
三
郎
、
漆
下
町
の
穂
市
屋
典
助
等
が

そ
の
宇
一
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
へ
キ
ヨ
家
清
加
賀
の
万
工
。
家
柄
と
切

る
。
限
永
後
の
人
。

イ
へ
ザ
ダ
家
定
加
賀
の
万
工
。
家
定
と
切

る
。
臨
永
後
の
人
。

イ
ヘ
ザ
ネ
屋
民
加
賀
の
刀
工
。
加
州
佐
屋
提

と
切
る
。
永

E
頃
の
人
。

イ
へ
シ
ゲ
家
重
加
賀
の
刀
工
。
初
代
家
璽
は

三
代
陀
羅
尼
勝
家
の
子
。
遁
稽
善
三
郎
。
家
璽
又
は

加
州
住
家
璽
と
切
る
。
麗
長
頃
の
人
。
二
代
家
重
は

初
代
家
重
の
三
男
で
本
家
を
織
ぎ
、
亦
善
三
郎
と
帯

し
た
。
加
州
住
藤
原
家
重
と
切
る
。
正
保
元
年
夜
。

そ
の
子
三
代
家
重
は
、
遺
稿
松
戸
善
三
郎
。
承
臆
三

年
前
田
利
常
が
製
作
せ
し
め
て
越
中
瑞
穏
寺
に
寄
港

し
た
二
十
二
刀
中
に
は
加
州
住
藤
原
家
重
遣
と
銘
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六
O

じ
、
そ
の
他
加
州
住
陀
羅
尼
藤
原
家
重
・
普
三
郎
家

重
と
も
切
っ
た
も
の
も
見
え
る
。
寛
文
元
年
伊
強
大

畿
を
受
領
し
、
橋
勝
凶
と
改
銘
、
同
十
二
年
に
残
し

た。
イ
へ
ス
ケ
家
助

る
。
天
文
比
の
入
。

イ
へ
ダ
シ
ョ
ウ
家
固
定
承
久
三
年
注
践
の
能

賛
同
闘
激
同
録
に
見
え
、
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。
能
管

凶
国
政
同
録
制
肝
に
、
家
聞
は
今
祥
か
で
な
い
。
ャ
ヵ

骨

骨

'

タ
又
ヤ
ダ
な
ど
組
側
む
か
。
郡
の
土
問
庄
に
館
村
ま
た

矢
駄
村
が
あ
り
、
到
茂
庄
に
矢
田
村
、
邑
知
院
に
脇

田
村
が
あ
る
。
こ
れ
等
或
は
鰍
あ
る
か
。
或
は
和
名

抄
の
商
家
郷
で
な
い
か
と
説
く
も
の
も
あ
る
と
記
す

る。

加
賀
の
万
工
。
家
助
と
切

イ
へ
タ
ダ
家
忠
加
賀
の
万
工
。
家
忠
は
初
代

陀
結
尼
家
重
の
二
子
で
、
初
め
て
洲
崎
氏
を
稽
し
た
。

遁
稽
吉
共
街
、
・
到
州
佐
藤
原
家
忠
と
切
る
。
明
腕
元

年
袈
0.

二
代
吉
兵
衛
家
忠
も
亦
到
州
佐
藤
原
家
忠
と

切
る
。
寛
文
十
年
夜
。
一
こ
代
家
忠
は
二
代
家
忠
の
直

系
で
は
な
く
、
元
臓
の
吉
共
街
家
.
平
の
養
子
で
あ
っ

た
も
の
が
別
家
し
て
、
五
十
年
中
絶
し
た
家
忠
銘
を

復
活
し
た
も
の
で
あ
る
。
賀
州
住
家
忠
と
切
る
。
俗

名
を
洲
崎
四
郎
兵
衛
と
い
っ
た
が
故
に
、
従
来
四
郎

兵
衛
家
平
と
混
同
せ
ら
れ
た
。
天
和
三
年
阪
に
死

亡
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
夜
年

は
侮
へ
ら
れ
ぬ
。

イ
へ
タ
ダ
家
忠
大
型
寺
の
万
工
。
山
田
氏
。

賀
州
大
正
寺
住
七
左
衛
門
尉
家
忠
箆
文
元
年
八
月
昔

日
、
又
は
賀
州
大
正
寺
住
七
左
衛
門
尉
家
忠
以
石
見

鉄
作
之
寛
文
元
年
二
周
吉
田
な
ど
L
切
る
。
延
費
八

年
二
局
十
四
日
夜
。

イ
へ
ツ
グ
家
次
能
美
郡
の
万
工
。
家
究
・
加

州
住
家
次
臨
永
九
年
と
切
る
も
の
、
家
衣
永
事
二


